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本日は私達のためにこのような盛大な式典を開催していただき誠にありがとうご

ざいます。 

 また自分が生まれ育ったこの西条市で二十歳の集いを迎えることができ大変うれ

しく思います。 

 二十歳の集いを迎えるにあたり、この 20年間を振り返ると、長いようであっとい

う間でした。 

 沢山の人との出会いがあり、支えられてここまで成長できた自分がいます。 

 20年間、見守り育ててくれた家族、一緒に過ごしてきた友人、私に関り支えてく

れた、出会えた多くの人に本当に感謝しています。 

 私は、自分の消極的な性格を変えたいと思い高校生の頃から人前に出るなど様々

な活動に参加してきました。 

 就職先を決めるときも周りから不安の声がある中、接客業を選びました。 

 そして今、私は西条市のホテルに勤めています。 

 現在 2年目になりますが、温かな職場の人に囲まれ毎日来られるお客様との接

客、お客様からいただく言葉を通してとてもやりがいを感じています。 

 社会人になり、接客業を選び、たくさんの方と関わっている中で人との繋がりや

出会いはとても大切なものなのだと感じています。 

 20年間、ここまで成長できたのは家族や友人、学校の先生方の支えがあったから

で、多くの思い出があるのもそういった人たちとの関りがあるからです。 

 今ある繋がりに、これからある出会いに感謝し大切にこれから過ごしていきたい

です。 

 そして今日、私達は二十歳という節目を迎え新たなスタートを切ります。 

 まだまだ未熟な私達ですがこれからも色々な経験を積みながら、日々成長し頑張

っていきたいと思います。 

 最後になりましたが、本日はこのような発言の機会をいただき、誠にありがとう

ございました。 

 以上を持ちまして、私の二十歳の主張とさせていただきます。 

 

  


